
様式第二号の十三 (第人条の十七の二関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和 6年 6月 27日

大分県知事  殿

Υ、

提出者  〒870-1192
住 所 大分県大分市大学旦野原 7.00番地
氏 名 国立大学法人大分大学

学 長 北 野 正 剛

電話番号097-569-8311(代 )

喜6,827

廃棄物の処理及び清掃|こ関する法律第 12条の2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物
の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 国立大学法人大分大学 医学部

事 業 場 の 所 在 地 大分県由布市挟間町医大ヶ丘 1丁 目1番地

計 画 期 間 令和 6年 4月 1日 令和 7年 3月 31日 (1年間)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 教育 。学習支援業及び医療・福祉

②事 業 の 規 模 618床

③従 業 員 数 1, 950人

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程
別添フロー図のとおり

(日本工業規格 A列 4番 )
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特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】 3種類日は別紙のとおり

特別管理産業廃棄物の種類 産業廃葉物

廃油

(引火性廃油)

排  出  量 293.7t 2,6t

①現状
(これまでに実施した取組)

・分別収集を周知するなど、つF出の抑制に努めている。

【目標】 3種類 目は丹呼紙のとお り

特別管理産業廃棄物の種類
廃油

産業廃楽物 ( 1火性廃油)

排  出  量 292.St 2.4t

②計画
(今後実施する予定の取組)

tつ F出の抑制に努めていく。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取

組)
。「大分大学医学部廃乗物処理規程」により原点分別、原点処理の

ため必要な事項を定めている。

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及

る取組)
・引き続き現状を維持する。②計画

び分別に関す
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自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (平成   年度)実績】

特別管理産業廃乗物の種類

自ら再生利用を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

①現状

(これまでに実施した取組)

【目標】 '
特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組 )

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (平成   年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

特別管理産業廃棄物の量
t t

①現状
自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組 )
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自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度 (平成   年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら埋 立 処 分

を 行 っ た
特別管理産業廃乗物の量

t t

①現状

(これまでに実施した取組)

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら埋 立 処 分

を   行   う
特別管理産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】 3種類目は別紙のとおり

特別管理産業廃棄物の種類 感染性産業廃棄物
廃油

(引火性廃油)

全 処 理 委 託 量 293.7t 2.6t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
293.7t 2.6t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
292.lt 2.6t

①現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
1.5t Ot

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot Ot

(これまでに実施した取組)

。排出の抑制に努めていく。
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②計画

【目標】 3種類 目は別紙のとお り

特別管理産業廃棄物の種類 感染性産業廃棄物
廃油

(引火性廃油)

全 処 理 委 託 量 292.8t 2.4t

292.8t 2.4t

291.lt 2.4t

1.5t Ot

Ot Ot

(今後実施する予定の取組)

・排出の抑制に努めていく。

電子情報処理組織の使用

に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】
特別管理産業廃棄物

排   出   量
(ポ )塩化ビフェエル廃棄物を除(3)

296.4t

(今後実施する予定の取組 )

※事務処テ里欄



別紙

(第 2面 )

(第 4面 )

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 強酸

排  出  量 0。 lt t

(これまでに実施 した取組 )
①現状

・分別収集を周知するなど、排出の抑制に努めている。

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強酸

排  出  量 0.Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

・排出の抑制に努めていく。

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 5 年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類 強酸

全 処 理 委 託 量 0.lt t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
0.lt t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
0.Ot t

①現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t

(これまでに実施 した取組 )

・りF出の抑制に努めていく。

Ot
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②計画

,

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強酸

全 処 理 委 託 量 0.Ot t

0 Ot t

0.Ot t

Ot t

Ot t

(今後実施する予定の取組)

・排出の抑制に努めていく。



特別管理産業廃棄物の発生・処理フロー図

研究マネジメン ト機構

研究支援センター

動物管理部門

感染性一般廃棄物

(実験動物等廃棄物 )

廃油・廃酸

(エタノール・ホルマリン等)

医 学 部

廃  酸廃  油

実験廃液保管庫

(管理.保管は職員)

附属病院検査都・薬剤都等

廃     油
(キシレン・アセトニト,ル等)

廃棄物保管庫

(管理責任者は病院長)

(保管は業者委託)

感染性産業廃棄物

附属病院病棟・外来等

感染性産業廃棄物

(注射器、採血管等 )

(同一敷地内・挟間キャンパス)

委託業者が 職員が回収

(廃液カード添付)

|

職員が回収
(廃液カー ド添付 )

|

委託業者が

運搬・学外処分。運搬

(マニフェス ト交付 )

委 託 業 者 が

運搬・学外処

分
(マニフェス ト

交付 )

委託が

・学外処分 (マニフェスト交付)


